
～外科、泌尿器科をサポートするダヴィンチSPを知る～

ダヴィンチSPは、手術支援ロボットであるダヴィ

ンチ・サージカルシステムの最新機種で、従来の手

術支援ロボットが複数のアームを用いて手術を行う

マルチポート型（多孔式）であるのに対し、アーム

が1本のシングルポート型(単孔式)であるのが特徴

です（下図）。

アームには直径2.5cmの筒の中に、3Dカメラ(内

視鏡)と3本の鉗子(外科医の手に相当。通電可能な

電気メスなども含む)が集約されており、これを体

腔内に挿入して手術を行います。最少で お臍の傷

(2.7cm)だけで手術ができ、痛みが減り負担も少な

い低侵襲手術が可能になります（腫瘍の大きさや部

位によっては、安全確保のため1～2つのポート孔

を追加する場合があります）。

消化器外科領域では、炭酸ガスでお腹を膨らませ

る気腹圧により出血量が少なく済むこと、術後の消

化管(腸)蠕動の回復も早く、癒着も少ない、といっ

た従来の鏡視下手術の利点はそのままに、ダヴィン

チＳＰによる手術創の最小化(最少化)によって、整

容性の向上のみならず、入院期間の更なる短縮と、

より早期の社会復帰、日常生活への復帰が期待でき

ます。

更に、手術アームを1本に集約化したことで、体

腔内の奥深く かつ狭い術野へのアクセスが有利に

なった点もSPの利点です。高解像度カメラによる

拡大視(実際の10～15倍)＋立体視(3D)効果により、

細かい神経や血管まで捉えて正確で精密な操作が行

えます。その結果、がんの根治性が向上するだけで

なく、神経機能の温存による術後のQOL (生活の質)

の向上が期待できます。

当科では、2013年のロボット支援下消化器がん

手術導入以降、10年以上に渡る豊富な手術経験を

有しています。食道がん、胃がん、大腸がん、直腸

がん、肝がん、胆道がん、膵がん等に対し、各領域

の専門医が、ロボット支援下（Xi & SP）、腹腔鏡下

から開腹手術に至るまで、安全性・根治性・低侵襲

性のバランスが取れた適切な外科治療を提供してま

いります。

今後とも、変わらぬ御指導・御支援の程、宜しく

お願い申し上げます。

最新手術支援ロボットダヴィンチSP
サージカルシステム（単孔式）の導入 
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最新機種ダヴィンチ SP  関西初導入 ! !
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～外科、泌尿器科をサポートするダヴィンチSPを知る～

私の連携だよりへの寄稿は今回が3回目となりま
す。1回目は当院に初めてダヴィンチ手術が導入さ
れた2013年9月。市内で先駆けロボット支援手術
にかける意気込みを熱く語りました。2回目はその
5年後。ダヴィンチ手術の普及で、泌尿器科領域に
おいてはダヴィンチ手術がもはや「最先端医療」で
はなく「標準療法」へと変わってきたこと、標準療
法だからこそ今まで積み重ねてきた実績がものを
言うという我々の自負を語っています。この記事
「今、当院泌尿器科に求められるもの」が記載され
た2019年4月号は現在でもホームページ「連携だよ
り」の既刊記事でご覧いただけます、内容は全く色
褪せていませんので、ぜひこの機会にご参照くださ
い。そして、今回の3回目、2023年12月当院に導
入されたダヴィンチの最新機種SPの特集号。SPは
Single Portの略で、一つの穴からロボット支援手
術が可能となった旨、この特集記事でも強調してい
ます。私はここで、Single Portだけではない泌尿
器科領域でのダヴィンチSPの有用性、将来性に焦
点を当てたいと思います。少々技術的な話になりま
すが、お付き合いください。従来、泌尿器科は別名
「後腹膜外科」とも呼ばれ、腎臓や前立腺などの後
腹膜に存在する臓器を取り扱う診療科です。開腹手
術の時代には、消化管を見ることなくダイレクトに
後腹膜を展開する後腹膜アプローチが一般的でした。
しかし、ダヴィンチ手術の普及に伴い、一旦は腹腔
内に入り、腸管を避け、再度腹膜を切開したうえで
後腹膜臓器に到達する経腹膜アプローチ中心に変化
しました。従来の後腹膜アプローチは泌尿器科医に
とっては理想的であり、消化器合併症の軽減など多
くの利点がありましたが、比較的広い操作腔を必要
とするダヴィンチはこれにやや苦手意識を抱えてい
たのです。その苦手な点をダヴィンチSPは解消し
てくれます。ダヴィンチSP手術では、テニスボー
ル大の「腔」を後腹膜で作成し、その狭いエリアで

手術を完遂することが可能です。外からは見えない
体内においても「低侵襲」の真髄が発揮され、余計
な剥離なく、ダイレクトに後腹膜の目的臓器に到達
し手術をすることが可能なのです。ダヴィンチSP
は本来の「後腹膜外科」としての泌尿器科を強力に
サポートしてくれます。もちろん従来からのダヴィ
ンチXiにはその長い歴史に培われた安定性という強
みがあります。ダヴィンチXi、ダヴィンチSPとい
う二つの特長ある機種を自由に駆使できるというア
ドバンテージを最大限に活用して、紹介いただいた
患者様に今まで以上に高度な医療を提供してまいり
たいと存じます。引き続きよろしくお願い申し上げ
ます。
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ダヴィンチSPによるロボット支援根治的前立腺全摘除術

後腹膜アプローチ：内視鏡カメラ及び3本の鉗子（計4本）が後腹膜に作成
した前立腺周囲のテニスボール大の「腔」に直接到達し、前立腺精嚢の摘
出および膀胱尿道吻合を遂行
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